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１．研究計画の概要 
(1) 海外を含めた『源氏物語』の研究者との
共同研究の場を育成する。 
(2) 『源氏物語』の諸伝本間の位相を、本文
異同の実態を踏まえて提示する。 
(3) 大学院生などの若手の研究者を育てるた
めに効果的なプログラムを導入する。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 海外を含む共同研究会は、平成 19 年度
は福岡女子大学にて、平成 20 年度にはイタ
リアのヴェネツィア大学にて、21 年度は名古
屋市の中京大学と、イギリスのケンブリッジ
大学・ロビンソンカレッジにて共同研究会を
共同開催した。また、21 年度にはアメリカの
ワシントンＤＣの議会図書館にて、同図書館
所蔵の源氏物語の写本 54 巻の本文調査と写
真撮影および共同研究会を行った。 

(2) 『源氏物語』の諸伝本については、平
成 19～20 年度は文化庁所蔵の「平瀬本」の
翻刻、21 年度は「七毫源氏」の翻刻を終え、
「平瀬本」についてはテキスト版の印刷に向
けて作業を進めている。なお『報告書』には、
19 年度は「平瀬本」の「匂宮」「橋姫」両巻
の翻刻を載せ、20 年度は「早蕨」巻の主要
11 本の対校本文を掲載、21 年度は「柏木」
巻の 11 本の対校本文を翻刻して掲載した。
これらの本文の翻刻・データ作成は、大学院
生が中心となって研究作業を行ったもので
ある。22 年度には岩国市吉川史料館が所蔵す
る「吉川家本」の翻刻を進めつつある。 

(3) 若手研究者の養成では、平成 19 年度に
は共同研究会を６回開催したが、そのうちの
第２回、第５回を若手研究者の発表を中心と
し計４名の大学院生が研究発表をした。平成
20 年度はイタリアでの国際学会を含めて３

回の研究会を行い、計４名の大学院生が発表
をした。平成 21 年度は、第 10 回～14 回ま
で計５回の共同研究会を開催し、ケンブリッ
ジ大学・ロビンソンカレッジでの発表も含め
て計６名の大学院生など若手の研究者が発
表している。なお、毎回の共同研究会の司会
は大学院生が務めている。以上のように、中
心となる７名の研究者はもちろんのことだ
が、若手の研究者に対しても発表の場を設け
るように配慮し、その成果を上げている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

 (理由) 
 当初の予定通り「平瀬本」「七毫源氏」の
翻刻を終え、「吉川家本」の写真撮影も済み
翻刻を進めつつある。ただし、それらの本文
を中心に、本文異同の実態を踏まえて諸伝本
間の位相を提示する作業の効率化が求めら
れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は、河内本「吉川家本」の翻刻を終
えることと、翻刻を終えた伝本を中心としつ
つ主要伝本の本文異同の実態を提示するた
めの対校本文の作成を進める。そして、その
成果を公表できる方法を模索していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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